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ＬＡ、新たな山火事 　４

日マレーシア首脳が会談　５

照ノ富士、初場所初日は若隆景　

標津の金山スキー場オープン　

テレビガイド６ テレビ欄７

エンタメ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1月11日土曜日

消防士になりたい！

たなか　ひろとちゃん

(釧路あさひ認定こども園）
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匂
い
の
変
化

　

年
以
上
前
、
釧
路
出
身
の
友
人

と
車
で
道
東
旅
行
を
し
た
際
、
釧
路

の
街
に
近
づ
く
に
つ
れ
製
紙
工
場
か

ら
の
独
特
の
匂
い
が
漂
っ
て
き
て
、

彼
が
「
帰
っ
て
来
た
と
い
う
気
が
す

る
な
ー
」
と
言
っ
て
い
た
の
を
思
い

出
し
ま
す
。
今
回
の
釧
路
生
活
の
中

で
、
時
折
魚
系
の
香
ば
し
い
良
い
匂

い
が
す
る
の
が
気
に
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
飼
料
用
の
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ミ
ー

ル
の
匂
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
地
域

の
産
業
の
移
り
変
わ
り
を
匂
い
で
感

じ
ら
れ
る
の
は
珍
し
い
と
思
い
ま
す

が
、
社
会
情
勢
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変

化
し
て
い
る
中
、

年
後
、

年
後

の
釧
路
で
は
果
た
し
て
ど
の
よ
う
な

匂
い
が
感
じ
ら
れ
る
の
か
想
像
す
る

の
も
面
白
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
木
　
村
　
英
　
也

　
　
　
　
　
（
釧
路
総
合
振
興
局
長
）

　
２
０
２
４
年

月

日
、
愛
車

を
駆
り
、
道
東
自
動
車
道
の
釧
路

中
央
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）

に
乗
り
込
み
、
札
幌
へ
向
か
っ
た
。

５
日
前
に
開
通
し
た
ば
か
り
の
釧

路
西
Ｉ
Ｃ
―
阿
寒
Ｉ
Ｃ
間
の
初
乗
り
。
胸
の
高

鳴
り
を
抑
え
、
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
た
▼
釧
路
西

Ｉ
Ｃ
の
分
岐
は
、
開
通
前
の
イ
メ
ー
ジ
図
で
は
、

複
雑
な
印
象
が
あ
っ
た
が
、
走
っ
て
み
る
と
、

か
っ
こ
い
い
立
体
交
差
。「
都
会
っ
ぽ
い
な
」
と

思
い
な
が
ら
、
迷
う
こ
と
な
く
進
行
し
た
。
釧

路
空
港
Ｉ
Ｃ
を
通
過
し
、
阿
寒
Ｉ
Ｃ
に
は

分

ほ
ど
で
到
着
。
あ
っ
と
い
う
間
の

㌔
だ
っ
た

▼
釧
路
開
発
建
設
部
は
今
回
の
開
通
で
、
釧
路

西
か
ら
阿
寒
に
か
け
て
の
道
道
、
国
道
を
通
る

こ
と
が
な
く
な
り
、
走
行
時
間
は
７
分
短
縮
さ

れ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
た
か
が
７
分
、
と
突

っ
込
ま
れ
そ
う
だ
が
、
さ
れ
ど
７
分
。
こ
の
短

い
時
間
に
は
、
話
せ
ば
長
く
な
り
そ
う
な
多
く

の
利
点
が
含
ま
れ
て
い
る
▼
シ
カ
な
ど
の
野
生

動
物
と
遭
遇
す
る
危
険
性
の
減
少
。
信
号
や
交

差
点
が
な
い
こ
と
に
よ
る
ス
ム
ー
ズ
な
運
転
。

通
行
止
め
の
リ
ス
ク
低
減
。
冬
期
の
定
時
性
確

保
。
災
害
時
に
は
緊
急
輸
送
道
路
と
し
て
機
能

す
る
な
ど
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
▼
思
考
を
巡

ら
し
て
い
た
ら
、
も
う
、
輪
厚
パ
ー
キ
ン
グ
エ

リ
ア
。
２
回
休
憩
、
約
４
時
間
の
道
程
。
こ
の
道

は
、
新
し
い
流
れ
を
創
出
す
る
。
明
る
い
未
来
を

確
信
し
た
ド
ラ
イ
ブ
だ
っ
た
。
（
山
本
　
雅
之
）
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釧
路
港
の
港
湾
荷
役
を
担
う
三
ッ
輪
運
輸
に
よ
る
と
、
長
く
低
迷
し
て
い
た
釧
路
港
の
外
国
貿
易
コ
ン
テ
ナ
船

の
輸
出
入
実
績
が
、
２
０
２
４
年
（
１
〜

月
）
は
前
年
の
１
万
７
５
５
４
本
と
比
べ

・
０
％
増
の
１
万
９
４

９
３
本
（
Ｔ
Ｅ
Ｕ
・

㌳
換
算
）
と
、
４
年
ぶ
り
に
増
加
に
転
じ
た
。
韓
国
・
釜
山
と
釧
路
港
を
結
ぶ
従
来
の
南

星
海
運
に
加
え
、
昨
年
５
月
か
ら
大
手
国
際
海
運
の
Ｏ
Ｏ
Ｃ
Ｌ
（
香
港
）
と
大
手
内
航
海
運
の
井
本
商
運
（
神
戸
）

に
よ
る
京
浜
港
と
釧
路
港
を
結
ぶ
定
期
航
路
が
就
航
し
、
コ
ロ
ナ
明
け
に
伴
う
貨
物
の
輸
送
需
要
も
増
大
し
て
い

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
郷
裕
策
）

昨年５月から就航したＯＯＣＬと井本商運（神戸）に
よる定期航路のコンテナ船

「多子世帯の負担を軽減
したい」と話す鶴間市長

　
釧
路
市
の
鶴
間
秀
典
市
長
は

日
、
１
月
の
定
例
記
者
会
見

を
市
役
所
で
開
き
、
今
年
４
月

か
ら
第
２
子
以
降
の
保
育
料
を

一
律
無
料
化
す
る
と
発
表
し
た
。

　
３
〜
５
歳
の
保
育
料
は
国
の

制
度
に
よ
り
一
律
無
料
で
、
０

〜
２
歳
児
の
第
２
子
以
降
は
年

収
が
６
４
０
万
円
未
満
の
世
帯

の
み
無
料
と
な
っ
て
い
る
が
、

今
回
所
得
制
限
を
撤
廃
す
る
。

鶴
間
市
長
は
「
多
子
世
帯
の
負

担
を
軽
減
し
、
安
心
し
て
子
供

を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
を
整

え
る
」
と
述
べ
た
。

　
対
象
は
認
可
保
育
施
設
の
月

額
保
育
料
。
延
長
保
育
料
と
バ

ス
代
な
ど
は
対
象
外
。

　
市
に
よ
る
と
、
対
象
と
な
る

児
童
は
１
２
７
人
（
２
０
２
３

年
度
実
績
）
で
、

年
度
の
市

の
負
担
額
は
約
３
５
０
０
万
円

を
見
込
ん
で
い
る
。
第
１
子
ま

で
の
拡
大
に
つ
い
て
鶴
間
市
長

は
「
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
た
め

今
後
必
要
と
思
う
が
、
市
の
単

費
で
１
・
６
億
円
か
か
り
財
政

負
担
が
大
き
い
」
と
し
て
、
現

時
点
で
は
難
し
い
と
の
考
え
を

示
し
た
。

　
ま
た
、
退
職
者
が
増
加
し
て

い
る
市
役
所
で
の
働
き
方
改
革

と
し
て
、
事
業
の
再
構
築
や
職

員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の

資
格
取
得
費
用
補
助
、
派
遣
先

希
望
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

う
と
と
も
に
、
育
児
や
介
護
を

行
う
職
員
が
勤
務
時
間
を
選
択

で
き
る
「
早
出
・
遅
出
制
度
」

を
４
月
か
ら
導
入
す
る
予
定
で

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
　
（
荒
井
純
、
河
辺
由
記
子
）

子
供
に
人
気
の
遊
具
が
充
実
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釧
路
港
で
の
外
貿
コ
ン
テ
ナ

船
輸
送
実
績
は
、

年
に
過
去

最
高
の
３
万
２
２
０
４
本
を
記

録
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

需
要
減
退
の
た
め
、

年
は

年
の
就
航
以
来
初
の
マ
イ
ナ
ス

に
転
落
。
長
く
影
響
が
続
い
て

い
た
が
、
よ
う
や
く

年
は
回

復
し
上
昇
に
転
じ
た
。
そ
れ
で

も
南
星
海
運
は
日
本
海
で
続
く

悪
天
候
の
影
響
を
受
け
、
航
海

数
が

回
（
前
年

回
）
に
と

ど
ま
っ
て
お
り
、
「
天
候
が
良

か
っ
た
ら
２
万
本
は
超
え
て
い

た
」
と
三
ッ
輪
運
輸
は
推
測
し

て
い
る
。

　

年
の
貨
物
別
で
は
、
特
に

王
子
マ
テ
リ
ア
の
段
ボ
ー
ル
原

紙
の
輸
出
が
２
３
４
３
本
（
前

年
１
４
４
６
本
）
と
好
調
で
、

東
南
ア
ジ
ア
や
中
国
に
加
え
、

昨
年
か
ら
新
た
に
イ
ン
ド
へ
の

輸
出
も
釧
路
港
か
ら
積
み
出
し

て
い
る
。
輸
入
も
台
湾
、
タ
イ

か
ら
の
肥
料
が
増
え
て
い
る
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
中
国
が
水

産
物
の
輸
入
禁
止
を
解
除
し
た

こ
と
か
ら
、
ホ
タ
テ
な
ど
冷
凍

水
産
物
の
輸
出
も
増
大
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
Ｏ
Ｏ
Ｃ
Ｌ
と
井
本
商

運
の
定
期
航
路
は
、
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
の
時
間
外
労
働
時

間
の
制
限
に
伴
う
「
２
０
２
４

年
問
題
」
を
背
景
に
、
従
来
は

苫
小
牧
港
で
下
ろ
し
て
い
た
北

米
な
ど
か
ら
の
飼
料
（
大
豆
な

ど
の
副
原
料
）
を
は
じ
め
、
釧

路
港
へ
シ
フ
ト
し
た
貨
物
の
輸

送
で
実
績
を
挙
げ
て
い
る
。

　
釧
路
市
は
、
毎
週
月
曜
日
に

釧
路
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
ズ
ワ

ー
フ
Ｍ
Ｏ
Ｏ
（
錦
町
５
）
で
行

っ
て
い
る
「
ち
び
っ
こ
マ
ン
デ

ー
」
の
開
催
日
を
２
月
か
ら
、

月
、
水
、
金
の
週
３
回
（
祝
日

の
場
合
休
み
）
に
拡
大
す
る
。

さ
ら
に
毎
月
第
３
日
曜
日
に
も

試
行
的
に
開
催
し
、
周
辺
の
駐

車
料
金
を
２
時
間
無
料
と
す

る
。

　
ち
び
っ
こ
マ
ン
デ
ー
は
、
市

こ
ど
も
遊
学
館
が
休
館
と
な
る

月
曜
日
に
も
子
供
が
安
心
し
て

遊
べ
る
屋
内
施
設
を
提
供
し
よ

う
と
、
２
０
２
２
年
か
ら
Ｍ
Ｏ

Ｏ
５
階
の
多
目
的
ホ
ー
ル
を
無

料
で
開
放
し
行
っ
て
い
る
。
子

供
に
人
気
の
遊
具
が
充
実
し
て

い
る
こ
と
か
ら
好
評
で
、

年

は
子
供
と
大
人
合
わ
せ
て
１
万

人
、
１
日
平
均
約
２
０
０
人
が

利
用
し
た
。

　
利
用
で
き
る
の
は
、
保
護
者

同
伴
の
未
就
学
児
と
そ
の
き
ょ

う
だ
い
（
小
学
生
ま
で
）
で
、

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

分
ま

で
。
２
時
間
無
料
と
な
る
駐
車

場
は
Ｍ
Ｏ
Ｏ
と
錦
町
、
河
畔
の

３
カ
所
。

　
開
催
日
拡
大
に
伴
い
、
平
日

の
名
称
を
「
ち
び
っ
こ
マ
ン
デ

ー
プ
ラ
ス
」
、
第
３
日
曜
日
は

「
ち
び
っ
こ
３
（
サ
ン
）
サ
ン

デ
ー
」
に
そ
れ
ぞ
れ
変
更
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
荒
井
純
）

　
【

日
】
▽
午
前

時
　
春
採
下
町

地
区
連
合
町
内
会
・
社
会
福
祉
協
議
会

合
同
新
年
交
礼
会
（
春
採
下
町
地
区
会

館
）
▽
北
海
道
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
大
会

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
競
技
（
釧
路
ア

イ
ス
ア
リ
ー
ナ
）

　
◇
新
年
あ
い

さ
つ
　
▼
釧
路

市
副
市
長
　
菅
野
隆
博
氏
、
中

村
基
明
氏
▼
釧
路
市
青
色
申
告

会
会
長
　
中
島
徳
政
氏
▼
同
副

会
長
　
須
藤
洋
子
氏
、
石
川
尚

幸
氏
、
蔵
重
卓
也
氏
▼
同
会
　

安
達
徳
雄
氏
▼
釧
路
商
工
会
議

所
地
域
振
興
部
参
事
　
小
野
寺

則
夫
氏

　
【
根
室
】
市
は
、
２
０
２
４

年
３
月
に
制
定
し
た
道
内
初
の

「
根
室
市
大
規
模
災
害
被
災
地

支
援
お
よ
び
被
災
者
受
け
入
れ

支
援
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ

き
、
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
、

石
川
県
珠
洲
市
に
代
わ
っ
て
ふ

る
さ
と
納
税
寄
付
金
の
収
納
事

務
を
行
っ
て
い
る
。
同

月
末

現
在
で
８
０
０
万
円
を
超
え
る

災
害
支
援
金
が
寄
せ
ら
れ
て
お

り
、
根
室
市
は
今
年
度
末
ま
で

事
務
を
代
理
、
新
年
度
早
々
に

も
寄
せ
ら
れ
た
善
意
を
届
け
る

こ
と
に
し
て
い
る
。

　
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
は

復
興
、
復
旧
の
事
務
作
業
に
人

員
が
割
か
れ
、
全
国
か
ら
寄
せ

ら
れ
る
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

の
収
納
事
務
に
ま
で
手
が
回
ら

な
い
の
が
実
態
だ
。
同
じ
半
島

で
千
島
海
溝
型
地
震
の
懸
念
が

あ
る
根
室
市
は
、
「
同
じ
支
援

を
受
け
る
立
場
に
な
り
得
る
」

（
総
合
政
策
室
）
と
し
、
最
も

被
害
が
大
き
か
っ
た
珠
洲
市
に

代
理
事
務
を
打
診
。
快
諾
を
得

た
た
め
、
昨
年
４
月
か
ら
収
納

事
務
代
理
を
開
始
し
た
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
仲
介
サ
イ
ト

の
ト
ラ
ス
ト
バ
ン
ク
が
運
営
す

る
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
災
害

支
援
ペ
ー
ジ
の
最
上
段
に
名
前

を
連
ね
る
根
室
市
に
よ
る
と
、

同

月
末
時
点
で
３
７
３
件
か

ら
８
８
８
万
５
７
４
２
円
の
善

意
が
寄
せ
ら
れ
、
今
月

日
に

は
９
０
０
万
円
の
大
台
に
乗
っ

た
。
市
が
珠
洲
市
の
災
害
支
援

金
寄
付
を
受
け
入
れ
る
の
は
３

月
末
ま
で
で
、
４
月
早
々
に
も

寄
付
金
を
送
付
す
る
考
え
。

　
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
内
で
は

全
国

自
治
体
が
代
理
事
務
を

行
っ
て
お
り
、
道
内
で
は
根
室

市
の
ほ
か
石
狩
市
、
檜
山
管
内

江
差
町
が
行
っ
て
い
る
。

　
根
室
市
の
条
例
は
、
平
時
か

ら
災
害
支
援
の
基
本
的
な
考
え

方
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
災

害
時
に
迅
速
な
支
援
が
行
え
る

よ
う
に
と
制
定
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
山
本
繁
寿
）

能
登
半
島
地
震
被
災
地
に
代
わ
っ

て
ふ
る
さ
と
納
税
収
納
事
務
を
行

っ
て
い
る
根
室
市

゛
゛
゛
゛
゛
゛
゛
゛
゛
゛
゛
゛
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